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　アンケートの回収率は 100％、回収数は 390 名（男性 17 名　女性 373 名）であった。学年別では、1
年生 195 名（男性 8名、女性 187 名）、2年生 195 名（男性 9名、女性 186 名）であった。
　表１に平均年齢について示す。1年男性は 18.29 ± 0.49、1 年女性は 19.11 ± 4.22、2 年男性は 20.22




いて明らかにしており、規則正しい生活ができている学生の割合は、1 年生で 60.7％、2 年生で 51.8％
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図１　生活習慣と自分の夢や目標との関連
3. 価値観について





　対人援助観についての 5 項目では、Q １「人の喜びや悲しみを共に分かち合いたいと思う」と回答し




























割合は、1 年生で 27.6％、2 年生で 32.9％であり、2 年生のほうが高い割合を示した。また、「どちらと
も言えない」の割合は、１，２年生とも半数近くを示した。
　Q13 において、「罪を犯した人の社会復帰を支援する上で主要な責任は、国が負うべきだ」と回答した

















と回答しており、規則正しい生活の意識と Q1 の対人援助観において関連が認められた（図 2，p＜ 0.05）。
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図 2　生活習慣と人の喜びや悲しみを共に分かち合いたいとの関連
　図 3 では、1 年生において、規則正しい生活の意識にかかわらず約 8 割の学生が、「思う」「やや思う」
と回答していた。一方、2 年生においては規則正しい生活ができている学生ほど、Q2 について「思う」
と回答しており、規則正しい生活の意識と Q2 の対人援助観において関連が認められた（p＜ 0.05）。
図 3　生活習慣と人の役に立ったり、人を助けたりすることに充足感を見出すとの関連
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　図 4 では、1 年生において、規則正しい生活の意識にかかわらず約 8 割の学生が、「思う」「やや思う」
と回答していた。一方、2 年生においては規則正しい生活ができている学生ほど、Q3 について「思う」
と回答しており、規則正しい生活の意識と Q3 の対人援助観において関連が認められた（p＜ 0.05）。
図 4　生活習慣と人の生きざまを深く知って、心から共感を覚えることとの関連





　図 6 では、1 年生において、規則正しい生活の意識にかかわらず約 8 割の学生が、「思う」「やや思う」









合は「人の生き様を知って、心から共感を覚える」割合を除き、1，2 年生とも 8 割以上の割合が示され
た。このことは、保育専門職を目指すことを前提に本学へ入学した目的意識の表れであるといえる。「人
の生き様を知って、心から共感を覚える」質問項目については、前述の現代の若者像からの表れである。
対人援助観を示す 5 項目の傾向は、1，2 年生の間で示された差については、2 年生のこの時期は、1 年
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向け「懐の深さ」を身につけることであるとする尾崎（1997）は、専門職の価値を支える援助観は、み
ずからの生活経験で培われた価値観を大切にすることであることを示している。尾崎はさらに、援助者
の「曖昧さ」に着目し、実習教育プログラムに「ゆらぎ」の経験の重要性を挙げている。
　これらの研究結果から、今後の課題として、学生の日常生活体験に着目した教育方法を模索していく
ことが必要であると考える。また、価値観形成において、実習の体験が果たす役割は大きいことについ
ては、多くの研究者の指摘するところである。実習教育の充実を専門職養成の価値を修得する機会と捉
え、倉橋（1976）の「育ての心」たる保育者養成に効果的な教育方法を継続して研究していきたい。
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